
2019年 研究活動報告 

 

 

日程 内容 講師 対象者 目的／ねらい 

４月 医療安全、社会保障、感

染対策、HPHについて、

組織課題、高齢者疑似体

験等 

院 長 は じ

め、管理部、

委員会事務

局等 

新入職員 5

名 

①本部での集合研修から拠点病院業務

へのつながりを理解する。 

②熊谷生協病院の良さを知り、元気よ

く現場業務に入れる準備期間とする。 

③熊谷生協病院の職員として、基礎知

識をつけ、期待される役割を自覚する。 

④同期生同士のつながりをつくる。  

４月 【年度通じた医師による 

臨床応用のための学習

会】 

●心電図・胸部 CT の見

方 

吉澤 Dr リハビリ職

員 

（年度を通じて）力量チェックで不十

分だった項目について医師を活用し知

識・力量をつける事手段とする。 

リハビリの業務の遂行に辺り、日常業

務で必要な専門知識を深めると伴に、

患者さまに提供するリハビリ業務の質

的向上を図る。 

５月 民医連の綱領と歴史（ブ

ックレット読み合わせ） 

なし 常勤・エリ

ア常勤 

日常の医療・介護、諸活動が民連綱領

の理念に基づいて実践されていること

を理解し、仕事への誇りと確信を持つ

ことができる 

５月 移乗介助学習会 リハビリ永

沢 

2階介護士 

看護助手 

全介助、一部介助の患者に対して、安

全な介助方法、腰痛予防にも意識した

介助方法を学び日々の業務に生かす 

５月 【年度通じた医師による 

臨床応用のための学習

会】 

吉澤 Dr リハビリ職

員 

４月の項目を参照。 

６月 リスク管理について 吉沢 Dr リハビリ科

職員 

  

６月 民医連の綱領と歴史（ブ

ックレット読み合わせ） 

なし 常勤・エリ

ア常勤 

日常の医療・介護、諸活動が民連綱領

の理念に基づいて実践されていること

を理解し、仕事への誇りと確信を持つ

ことができる 

６月 TENA講習会（排泄介助） 古本 智余 

（株）ユニ

チャーム 

新入職員 

研修未受講

職員 

TENA 製品のコンセプト、理念。介護

される側の気持ち。実技指導。 



６月 【年度通じた医師による 

臨床応用のための学習

会】 

●リハビリテーションと

リスク管理 

吉澤 Dr リハビリ職

員 

４月の項目を参照。 

６月 小児の放射線検査につい

て 

放射線科 当院職員、

隣施設職員

等 

放射線についての知識を深め、保護者

への説明の仕方や介助の方法を学ぶ。 

７月 心肺蘇生講習会（小児） 古賀Ns 当院職員、

隣施設職員

等 

小児の心肺蘇生法の実践ができる職員

の育成を行う 

７月 心肺蘇生講習会(成人) 古賀Ns 当院職員、

隣施設職員

等 

AED・心肺蘇生法の実践ができる職員

の育成・地域での当院の役割や活動を

近隣施設様に知ってもらう。 

７月 アレルギーについて 和泉 Dr 当院職員、

隣施設職員

等 

アレルギーに対する知識を深め、お預

かりする児や小児科受診の問診・対応

に生かすことができる。 

７月 小児科でよく使用される

抗生剤について 

若林薬剤師 当院職員、

隣施設職員

等 

小児科でよく使用される抗生剤につい

ての知識を深め、お預かりする児の観

察ポイントを知ることができる。 

７月 診療報酬 医事課岩本 リハビリ卒

１，２ 

診療報酬についての知識を深め日常業

務に生かしていく 

７月 社会保障 MSW山口 リハビリ卒

１，２ 

社会保障制度を知ることで、リハビリ

介入患者や利用者に対し退院支援や在

宅支援のツールや方法について知る。

幅広い視点で社会保障制度を把握す

る。 

７月 【年度通じた医師による 

臨床応用のための学習

会】 

●リハビリテーションと

リスク管理 

吉澤 Dr リハビリ職

員 

４月の項目を参照。 

７月 心肺蘇生法講習会 

18日：乳児・小児 

19日：成人 

古賀Ns 当院職員、

隣施設職員

等 

突然の心停止に遭遇した時の対応と胸

骨圧迫を学ぶ 

８月 褥瘡委員会 

ポジショニングについて 

パラマウン

トベッド株

式会社 

当院職員、

隣施設職員

等 

卒１を対象としたポジショニングにつ

いて知識の向上を図る 

８月 接遇学習会 DVD視聴 全職員 医療スタッフの接遇マニュアルを視聴

し個人の接遇スキル向上を図る 



８月 喀痰吸引学習 療養病棟看

護師 

リハビリ科 

卒１～３ 

患者様および緊急（窒息などの）に吸

引が必要な方で、口腔内・鼻腔内・気

管内吸引が安全に実施できる（人工呼

吸器については実施しない） 

８月 第 1回医療安全委員会 

法定学習会 

正しい身体拘束とは？事

故予防の観点から 

身体拘束委

員会 

全職員 事故につながらないように、安心安全

の医療介護の提供のきっかけに身体拘

束の理解を深めてもらうため。 

８月 【年度通じた医師による 

臨床応用のための学習

会】 

●CVAの予後予測・最新

TOPICS 

吉澤 Dr リハビリ職

員 

４月の項目を参照。 

９月 【年度通じた医師による 

臨床応用のための学習

会】 

CVA の予後予測 最新

トピックス 

吉澤 Dr リハビリ職

員 

４月の項目を参照。 

９月 医療ガスの基礎知識・正

しい使用方法について 

酸素業者様 卒１職員 

希望者 

医療ガスの正しい使用方法を理解し、

安全に酸素療法が行えるようにする。 

１０月 品質(ISO９００１)マネ

ジメントシステムについ

て 

MS事務局 

メンバー 

全職員 ISO9001について理解を深める 

１０月 個人情報保護について MS事務局 

メンバー 

全職員 個人情報保護について理解を深める 

１０月 【年度通じた医師による 

臨床応用のための学習

会】 

学習会 ①症例発表のま

とめ方 ②脳卒中予後予

測 TOPICS 

吉澤 Dr リハビリ職

員 

４月の項目を参照。 

１０月 感染経路別予防策と咳エ

チケット 

感染対策委

員 

全職種 感染法定研修④ 

感染予防の基本事項を学ぶ 

１１月 【年度通じた医師による 

臨床応用のための学習

会】 

嚥下障害とアプローチ 

吉澤 Dr リハビリ職

員 

４月の項目を参照。 

１１月 薬剤(軟膏について) 若林薬剤師 保育士 軟膏についての知識をつけ、お預かり

した病児への対応に生かす。 



１２月 【年度通じた医師による 

臨床応用のための学習

会】 

電解質の解釈とリハ介入

時の留意点 

吉澤 Dr リハビリ職

員 

４月の項目を参照。 

１２月 認知症の人への対応 看 護 師   

新井ま 

身体拘束委

員会メンバ

ー 

身体拘束解除へ向けた認知症患者様へ

の対応を共有するため 

１２月 ノロウイルス対処法 感染対策委

員 

全職種 感染法定研修⑤ 

感染予防の基本事項を学ぶ 

１月 症例報告（卒１発表） 吉澤 Dr リハビリ職

員 

４月の項目を参照。 

１月 生化学の基礎知識 

症例検証 

検査科 

高松 

リハビリ職

員 

検査データの知識を深め日々の業務に

生かす 

１月 第２回医療安全委員会法

定学習 

KYT学習・救命救急対応

手順書学習 

医療安全委

員会 

全職員 KYT 学習を通して環境整備の重要性

を学習していただく。救命救急対応手

順書の再学習をする。 

１月 緊急時の医療ガス管理 エア・ウォ

ーター鈴木

様 

部門責任者 災害時に停止すべき医ガス機器の理解

と停止方法、また吸引など機能が停止

した際の代換え手段について理解を深

め、実際の場面で行動できるようにす

る。 

１月 手指衛生について 感染対策委

員 

全職種 感染法定研修④ 

感染予防の基本事項を学ぶ 

２月 【年度通じた医師による 

臨床応用のための学習

会】 

難病リハ（進行性核上性

麻痺・脊髄小脳変性症） 

吉澤 Dr リハビリ職

員 

４月の項目を参照。 

２月 手指衛生について 感染対策委

員 

全職種 感染法定研修④ 

感染予防の基本事項を学ぶ 

２月 民医連の綱領と歴史 2 部

３部 

片山 

北谷戸 

リハビリ職

員 

日常の医療・介護、諸活動が民連綱領

の理念に基づいて実践されていること

を理解し、仕事への誇りと確信を持つ

ことができる 

３月 【年度通じた医師による 

臨床応用のための学習

会】 

CT・胸レントゲンの見方 

吉澤 Dr リハビリ職

員 

４月の項目を参照。 



３月 当院の身体拘束の現状に

ついて 

OT鈴木 看護介護中

心に全職員 

４月～１２月までの身体拘束の抑制日

数や対象者の傾向を理解してもらうた

め。 

３月 BLS学習会 永島 全職員 AED・心肺蘇生法の実践ができる職員

の育成・地域での当院の役割や活動を

近隣施設様に知ってもらう。 

３月 トリアージ訓練 永島 

紀田 

全職員 大規模災害発生に備え、災害マニュア

ルに基づいた行動の訓練を実施し、ま

た熊谷医師会より求められる役割に対

し準備から対応について訓練を行う。

限られたスタッフや医薬品などの医療

機能を最大限に活用して、可能な限り

多くの傷病者の治療にあたる為のトリ

アージ訓練を実施する。 

３月 民医連の綱領と歴史 2 部

３部 

浅倉 

鈴木裕輝 

リハビリ職

員 

日常の医療・介護、諸活動が民連綱領

の理念に基づいて実践されていること

を理解し、仕事への誇りと確信を持つ

ことができる 

 


